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重要取組シート 

取組項目 スマートシティの推進 

現状・課題 

・2021年 5月に「SENBOKU New Design」を策定し、将来像を実現するため

の取組分野のひとつとして「スマートシティ」を設定。また、「堺スマートシティ

戦略」において、泉北ニュータウン地域を重点地域に定め、「モビリティ」や「ヘ

ルスケア」など 5分野について先行的に取り組むこととしている。 

・大阪府が策定中の大阪スマートシティ戦略Ver2.0（案）では、泉北ニュータウン

地域を課題解決型スマートシティ推進のチャレンジフィールドとして位置付けて

いる。 

・人口減少・高齢化の進行、住宅や施設の老朽化などにより、地域の活力低下や担

い手不足などの都市課題への対応が求められている。 

・地形に高低差があり、円滑な移動に支障がある。 

取 組 の 

内  容 

・ICTを活用した地域課題の解決や多様なサービスの創造に取り組む場を創設する

ため、泉北ニュータウン地域をフィールドとした公民連携によるスマートシティ

コンソーシアムを設立する。 

・住民の生活利便向上と新たな魅力創出による若年世代の流入促進に向け、ICT技

術を活用した実証及び実装プロジェクトの支援に取り組む。 

・利用者にとって魅力的なサービスが実装できるように、公民連携により民間事業

者が保有する技術やノウハウの積極的な活用を図る。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ スマートシティコンソーシアム設立に向けた準備会を設置（4月） 

□ サービスモビリティの一部実装（５月） 

□ スマートシティコンソーシアム設立（6月） 

□ パーソナルモビリティに関する実証プロジェクトの実施（6月） 

□ リモートワーク拠点（4年度分）の募集開始（6月） 

□ 多様な実証プロジェクトの実施に向けた事業者との調整（～7月） 

中期 

（～11月） 

□ 若年世代向けパーソナルモビリティに関する実証プロジェクトの実施（８月） 

□ サービスモビリティに関するアプリ活用の実証（11月） 

□ オンデマンド実証の実施（11月） 

□ 実証プロジェクトの準備・実施（～11月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～11月） 

後期 

（～3月） 

□ モビリティを活用した外出促進に関する実証プロジェクトの実施（１月） 

□ 実証プロジェクトの準備・実施（～3月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～3月） 

次年度 

以降 

□ 公的賃貸住宅事業者による活用地への機能導入の公募 

□ デジタルウェルカムブックのプロモーション（イベント、広報等） 

□ イベント情報を広報・ホームページへ掲載等（継続） 

□ UR 及び大阪府住宅供給公社と広報協力（随時） 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ SENBOKU スマートシティコンソーシアム準備会を設立（4月） 

□ SENBOKU スマートシティコンソーシアム設立（6月） 

□ パーソナルモビリティ（電動カート）に関する実証プロジェクトの実施（6月） 

□ リモートワーク拠点（令和 4年度分）の募集開始（７月～） 

□ 多様な実証プロジェクトの実施に向けた事業者との調整（～7月） 
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中期 

（～11月） 

□ 若年世代向けパーソナルモビリティ（電動キックボード）に関する実証プロジ

ェクトの実施（11月～） 

□ オンデマンド実証について堺市地域公共交通会議に附議（10月） 

□ 実証プロジェクトの準備・実施（～11月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～11月） 

後期 

（～3月） 

□ AIオンデマンドバス実証（外出促進を含む）事業の実施（１月～3月） 

□ 若年世代向けパーソナルモビリティ（電動キックボード）に関する実証プロジ

ェクトの継続実施（11月～3月） 

□ 市民共創実証プロジェクト実施（11月～2月） 

□ 中長期的事業に係る事業者ヒアリング等の実施（～3月） 
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